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前回はラドンに関わる線量評価メカニズムについて述べましたので，今回以降はラドン

データを見てみたいと思います．ここでも，弘前大学被ばく医療総合研究所，床次眞司先

生の公表データ 1), 2) から多くを引用しています．

１． 世界のラドン被ばく量の平均データ

UNSCEAR の報告書では，公衆が受けるとされる自然放射線源からの被ばくに関して実

効線量を用いた世界平均値が定期的に示されています（これは良く知られたデータで

す）．

図１．を参照ください；その報告書において内訳を見ると，世界平均で 1 年間あたり

2.4mSv を受けることになっています．そのうちの約半分の 1.26 mSv が，ラドン

（222Rn）やトロン（220Rn）からの吸入摂取による内部被ばくによってもたらされてい

ます．これに続き，地殻ガンマ線と宇宙から降り注ぐ宇宙放射線の線量はそれぞれ 0.5

mSv，0.4 mSv と見積もられています．これら以外の被ばくとしては食物の経口摂取によ

る内部被ばく（0.3 mSv）があります．何回も口を酸っぱくして言いますが，これらは

「世界平均の推定値」です．これずっと高い所も低い所もたくさんあるのです．

一方，わが国の国民が受けるとされる自然放射線源からの被ばくとしての年間実効線量

は 2.2 mSv です（文献 1）.

その内訳を見ると 2 つの点に関して世界との違いが鮮明です．一つは食物の経口摂取に

よる内部被ばくに起因する線量が 0.99mSv と評価されており，世界平均と比べても 2 倍

以上高い点です．この点についてはここでは本題ではないためさらに言及しません．

もう一つの着目すべき点としては，ラドン等の吸入摂取による内部被ばくの年間実効線量

は，（公財）日本分析センターが実施した全国の屋内外のラドン濃度調査結果に基づいて
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0.48 mSv と評価されました．この値は世界平均の半分で，その主な理由としてはわが国

の建築構造が高い換気率を有しているためと考えられています．いずれにせよ，世界と日

本の自然放射線源からの被ばく線量はどちらも年間 2mSv を超えています．

図 1．

２．日本のラドン濃度の調査

ラドンは地球大地地面と石材や建材から空気中に浸み出てくる気体なので，浸み出てく

る先がどうなっているかで空気中のラドン濃度はかなり違ってきます．それで，ラドンの

濃度比較で「屋内」，「屋外」，「職場」という区分があります．屋外はわかりますが，屋内

とか職場というのはどんな建物なのでしょうか？ 日本のデータですから，屋内とは木造

の建物が主体であり，職場というのは鉄筋コンクリートの建物が主体と考えてよいでしょ

う．そのような国内の平均値とみておくことです．以下に，日本の有数の機関が測定し，

まとめたデータを引用します．

AM 欄の朱記数字が，以下の計算で使われるデータです．



表１. 日本のラドン濃度に対する全国調査データ １)

調査期間 家屋，建物数 AM (SD) 
Bq/m3

GM (GSD) 
Bq/m3

中央値／最大
Bq/m3

測定実施機関

屋内データ；
1 st 
1985-1991

5717 20.8 16.9 16.0/313 放医研*1

2 nd 
1994-1996

899 15.5 (13.5) 11.7/208 日本分析 セン
ター*2

3 rd 
2007-2010

3461 14.3 (14.7) 10.8 (2.1) 国立保健医 療
科学院*3人口加重平均 13.7 (12.3) 10.4 (2.0)

屋外のデータ；
2003 屋外  
ラドン濃度

N = 696 6.1 Bq/m3 Environ. 
Radioact.,
Oikawa et al. 職場のデータ；

職場環境   
ラドン濃度

N = 705 20.8 Bq/m3

（注釈） AM：算術平均値 ASD：算術標準偏差値 GM：幾何平均値 GSD：幾何標準偏

差値 MED：中央値 MAX：最大値 MIN：最小値 1) 算術平均値（AM）と算術標準偏差値

（ASD）：幾何標準偏差(Geometric Standard Deviation, GSD) が報告されています．

３．日本のラドンが原因となる放射線の実効線量評価

表１．より，朱記した，屋内，屋外，職場のラドン濃度の数字を，実績の代表値として

使用し，線量評価をしてみます．評価の方法は，前の連載で示したものを使います．

年間実効線量 Annual Effective Dose は以下式です;  

AED = Q × F × T × K 式で，下表の各データを使って示しています．

表２. ラドンの全国調査に基づく線量評価 1)

ラドン濃度 (Q) F 年間所在時間（T） トロン濃度※
屋内 15.5 Bq/m3

（by 日本分析センター）
0.4 6059 hr (69.2%) 0.3 Bq/m3

職場 20.8 Bq/m3
（by Oikawa et al. JER）

0.4 1783 hr (20.4%)

屋外 6.1   Bq/m3
（by Oikawa et al. JER）

0.6 913 hr (10.4%) 0.1 Bq/m3

合計：8,755 hr
線量換算係数 (K) 9 nSv/Bqhm-3 40 nSv/Bqhm-3
年間実効線量 (AED) 年間値 0.50 mSv 0.09 mSV
※トロンの全国調査の結果は報告されていない ➥ 平衡等価トロン濃度は UNSCEAR 2000 を



引用

上表より，日本における，平均のラドン（トロンと子孫核種も含む）被ばく実効線量

は，0.50 + 0.09 = 0.59 mSv となります．繰り返しますが，あくまで日本全区域の大

まかな平均値です．

いずれにしろ，場所別ラドン濃度では，職場＞屋内＞屋外 の順序となり，鉄筋コンク

リート製が多い密閉系の職場の濃度がもっとも高いことが示されています．鉄筋コンクリ

ートビルでは，ある一定の換気はされていると思いますが，換気が悪い建築物もあるでし

ょう．というより，国内の建築関係法でラドンの明確な基準がないことがあります．鉱山

洞窟内の基準値だけはあります．

次回以降は，世界の有数寄間の検討結果を示します．
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以下参考のために，ラドン濃度のデータ表を添付します．



世界の地域の参考データ；


